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Ⅰ．序
１．研究の目的
　人生の中途で失明することは、言葉に言い表すことのできないほどつらいことである。ま
た、失明による今後の生活への不安も手伝って、自殺願望も多いと言われており、結婚・離
婚の悩みにも直面する。
　松井新二郎（以下、松井）は、失明戦傷病者として人生の中途で失明し、絶望のどん底か
ら障害受容を果たし、その失明体験をもとに盲人福祉教育に貢献した人物である。松井は自
らの苦労を思い起こし、中途失明者を励ましながら、その社会復帰に尽力した。こうした相
談援助活動は、中途失明者の障害受容の過程の中において重要な位置を占め、今日において
も、その取り組みをどのように行うかが重要な課題である。
　元ＮＨＫの川野楠己（以下、川野）は、松井の中途失明者へのリハビリテーションの最終
目標は「失明することにより、文字を書く手を失い、歩く足を失う、そのために歩くことが
できなくなり家庭が崩壊する。福祉によって失った手と足を取り戻せば『盲人』でなくなり
社会復帰ができる」１）と記している。このことは、まさに人生の中途で失明した者がその克
服のためにリハビリテーションを行う場合の究極的な目標である。
　本論文では、松井の失明から社会復帰をする過程を踏まえて、国立光明寮に勤務しなが
ら、1964（昭和39）年４月から順天堂大学病院において実践した中途失明者への相談援助活
動に焦点をあて、中途失明を余儀なくされた状態にある患者に対して、松井が眼科医ととも
に行った相談援助活動の意義について考察する。
２．先行研究と使用した資料
　先行研究について、国立国会図書館（NDL-OPAL）および国立情報学研究所（GeNii学
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術コンテンツ・ポータブル）で調査した結果、松井の相談援助活動に関する研究は、ほとん
ど着手されていないようである。わずかに松井の1965（昭和40）年、中島（章）の1966（昭
和41）年の学会報告がある。２）これらはいずれも、国立東京視力障害者センターと順天堂大
学眼科が協力して、「眼科更生臨床相談所」（眼科リハビリテーション・クリニック）が設置
されたことで患者側に信頼感を与え、その後の更生指導が容易になったこと、そして眼科医
と更生指導員、ケースワーカーの連携・協力が必須であることなどを指摘している。
　その他にも先行研究として、1999（平成11）年、丸山一郎（以下、丸山）は、1960年代の
順天堂大学病院がピアサポートとして盲人松井を起用したのがピアカウンセリングの最初で
あると指摘している。３）また、2005（平成17）年、板山賢治（以下、板山）は、松井の生涯
を３つのステージに区分している。４）さらに、松井が1990（平成２）年に自伝『手の中の顔
　「視覚障害者の自立」の夢を追いつづけた失明者の記録』を出版した。その後、1995（平
成４）年に急逝し、没後10年を機に松井新二郎伝刊行会編『盲人福祉の新しい時代　松井新
二郎の戦後50年』が出版されている。
　筆者は松井が取り組んだ相談援助活動に関心を持ってきた。しかし、松井に関する相談援
助に関して論文としてまとめられたものは少なく、資料を家族や関係者に問い合わせをして
みたところ、当時の状況や中途失明者への相談援助活動についての点字での記録の限界など
が判明した。５）また、家族によれば、刊行会の書籍を出版した後に多くの資料を処分されて
しまった。
　筆者が調べた結果、松井に関連する資料として丸山がインタビューされた記事で「松井新
二郎　21世紀につなぐ　ふれあいにこそが命」『月刊福祉』1994（平成６）年７月号、全国
社会福祉協議会とＪＢＳ日本福祉放送がラジオ放送した川野がインタビューした「この道に
生きて」で、1992（平成４）年10月に放送されたものがあった。また、川野が協力し６ヶ月
間の取材を通してドキュメンタリー番組がまとめられているが、これはＮＨＫアーカイブス
に公開ライブラリー番組として登録されている「ある人生　失明宣言」（ＮＨＫ総合テレビ：
29分）で、放送されたのは1966（昭和41）年10月15日であった。こうした記録と関係者から
得られて証言などを通して、松井の中途失明者への相談援助活動について松井が語った記録
の分析をすることにした。
３．研究の視点および方法
　板山は、松井の生涯を次の３つのステージに区分している。６）本論文でも板山の３つのス
テージで、松井の相談援助活動を考察したい。
　第一期：失明・自立挑戦期　1914（大正３）年～1945（昭和20）年
1914（大正３）年の誕生から、甲府での青春時代、兵役、大陸での両眼負傷、失
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明、大学生活、甲府に帰る31年余
　第二期：盲人福祉教育実践期  1946（昭和21）年～1973 （昭和48）年
1946（昭和21）年、山梨県立盲唖学校就職から盲
もうろう
聾教育の先駆的実践、1951（昭
和26）年、国立光明寮「厚生教官」転職から退職までの27年余
　第三期：盲人福祉貢献期  1973（昭和48）年～1995 （平成７）年
1973（昭和48）年「東京録音タイプ社」を開設し、1976（昭和51）年「日本盲人
職能開発センター」の設立・建設・経営から1995（平成７）年「日本盲人社会福
祉施設協議会理事長」在任のまま急逝に至る約23年余
　本論文では、松井が失明戦傷病者として東京陸軍第一病院（以下、陸軍病院：沿革は1868 
（明治元）年「兵隊假病院」が山下門内に設置され、その後、病院名の変更を経て、1936（昭
和11）年に「東京陸軍第一病院」となった）に長期入院治療をする中で、本人自身が失明と
いう絶望から社会復帰を果たしていることに注目する。松井の原点でもある陸軍病院での理
想のリハビリテーションにより、障害受容がなされたことを踏まえ、松井は早期にリハビリ
テーションにつなげることの大切さと、眼科医と協働し実践した相談援助活動に着目する。
　丸山は「リハビリテーションサービスにおいて、現在強調されている『ピアカウンセリン
グ』の重要性が認識されて、『ピアサポート』が専門的サービスとして位置づけられたのは、
1960年代の順天堂大学病院リハビリテーション科における盲人自身の松井新二郎氏の起用が
最初ではないかと考える。氏は自らのリハビリテーションサービスを受けた体験ももとにし
て、失明を受容する事や新たに生きるカウンセリングを行ったのみに止まらず、リハビリ
テーションサービスの改善や新たなサービスの開発に大きな業績を残している」７）と指摘し
ている。本論文ではこれを踏まえて、障害のある人によって提供される専門的な相談援助の
意義について考察する。
　研究方法としては、松井の著書や論文、松井自身がインタビューを受けたものやドキュ
メンタリー番組の記録などを資料として分析する。松井の弁舌は、「盲人の間では“松井節”
として有名であった。いかにも旧軍人らしいがっちりした体から発せられる野太い声ととも
に、独特の抑揚と多くの修飾語に飾られた話しぶりは松井だけのものであった」８）というこ
とからしても、インタビューの記録は一次資料として特に貴重であり、当時実践された中途
失明者の相談援助活動の実態を知る手がかりになると思われる。
Ⅱ．戦争により両眼負傷から失明と松井新二郎の社会復帰
１．生い立ちと戦争で両眼負傷から失明
　大正時代は14年４ヶ月という短い時代ではあるが、国内外は激動の時代であった。明治維
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新を経て日清・日露戦争と２度の戦争を経験し、好景気になり国力を挙げ帝国主義を掲げる
国として欧米と肩を並べようとしていた時代でもあった。また、日本からは軍需品の輸出が
急増し、好景気による成金がうまれ、その一方では物価の上昇を招き、各地で米騒動が起き
た。さらに、民主主義から国家統制へ急転換した時代でもあった。
　明治時代には10年の間をおいて日清・日露戦争が起きている。また日露戦争勃発の10年
後、大正時代に入って、第一次世界大戦が勃発した1914（大正３）年の12月28日に松井は誕
生した。生地は山梨県甲府市富竹で、父・喜三郎、母・さよの四男三女の次男として旧家に
生まれている。松井は人当たりも良くおおらかな性格で、人望も厚くリーダー的な存在で
あったという。
　尋常小学校卒業後は甲府市立甲府商業学校（現：甲府市立甲府商業高等学校）に進学し、
その後、1936（昭和11）年に兵役召集により陸軍第一師団の幹部候補生として入隊した。当
時の社会情勢からしても男子に生まれ兵役召集されることは名誉であり、陸軍入隊は松井の
誇りともなり周囲からの期待も大きかった。同年、２・26事件の鎮圧軍として出動した。そ
の後、満州のソ連との国境地帯に派遣されていた。
　この時期、戦地への慰問手紙を通して知り合った女学生の松原糸子（以下、松原）と文通
がはじまった。その後、松井は戦地から一時帰国したが、松井はその時に松原と婚約をし
た。この先に失明するなどという運命が待ち受けているかとは知る由もなかったが、苦難を
共に乗り越えいく生涯の伴侶と出会っていたことは幸いであった。
　また、1937（昭和12）年７月７日の盧溝橋事件を契機として日中関係が悪化し、戦争状態
が拡大していく中、松井は徐州作戦に従軍し、その戦闘において両眼を負傷し帰還した。当
時松井は陸軍病院に送還された。そのときには左目に、わずかであるが残存視力があった
が、1939（昭和14）年５月28日に、治療の甲斐もなく左眼の視力も失った。
２．失明の絶望からの社会復帰
　両眼を失明した松井は絶望と失意のどん底にあり、病院のベッドで大学ノートに「人生
二十六年。ああ、我ながらかわいそうだ。白いバラを見たい。もう一度、あの白いバラを」９）と書
いた。これは、松井自身が手探りで書いた日誌の一説であった。
　松井は当時の状況を、「軍の病院の中で、私なんかまぁまぁ障害の受容が始まっていく中
に、やはり、ただ精神的に立ち上がることもだけども、何か自立への手がかりがなければ駄
目でしょ。それでないと、自信が持てない。それで、例えば職業的能力のテストなどなんか
されまして、心理学者、ケースワーカーですね。それから病院の援護係と医者とそしてチー
ムを組みましてね、そうしてつぎつぎに、例えば僕だったらピアノの調律師の試験を受け
て、能力検査をしてみて、あぁ、ピアノの調律師になりたかったらしてあげられるよとか。
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お琴の先生にね、紹介して、お琴をやるならどこどこの先生につけてあげるよとか。みんな
次々に能力を上手く考えて、そして開発していくと同時に本人の希望を考えてね、やってい
くと。だからね。具体的には松井委員会がちゃんと僕なんかつくられたんですよ。僕の能力
を点としていろいろな道を誘われたけども結局は、僕は学究としてもう一度、大学に学んで
みたいという風なところに、それならどうするかということをずらっと考えて、そして大学
で学んだ後、どこまでをということを、先の先まで計画を立ててくれていました。これは僕
だけでなく次々に行われていた」10）と語っている。
　すなわち、戦前の陸軍病院の中には、すでに個々の戦盲者11）（戦争により失明した戦傷病
者）の社会復帰に向けて委員会ができ、眼科医、大学の心理学者、軍事保護院12）の援助の
専門家（ケースワーカー）、病院の援護係等が一つのチームを組んで個別に対応しているこ
とがわかる。中途失明者の障害の受容が始まる中で、なんらか自立への手がかりとなるよう
に個々の希望や能力を判定し、家族関係や家庭の状況まで把握しながら総合的なリハビリ
テーションとしての援護計画を作成している。このように個々の中途失明者に将来の自立の
方向を示すなど、戦争により失明した戦傷病者ということで、国から手厚い援護がなされて
いることが理解できる。このあたりの状況を松井は後に「失明した患者が自力で障害を受容
していくには、ある程度長い時間が必要です。そのための訓練、今でいうリハビリテーショ
ンでは、陸軍病院は理想でした。苦しい自問自答を経て、点字を覚えていく。それを教える
のは、盲学校からやってくる先生たちでした。そして、失明した先輩が後輩に、自分の苦し
みや失敗、成功を語っていく。病院の中で自然に、グループカウンセリング行われていたの
です」13）と記している。戦盲者には、戦争の落とし子としての側面があるにしても戦前の陸
軍病院には理想の福祉があったことは事実であり、学ぶべきものが多いといえよう。
　松井委員会は失明した松井に対し、新たに音楽の道を見出そうとした。松井はヴァイオリ
ンにはじまり、マンドリンや琴などの訓練も受けた。また、ピアノ調律師の道を模索したこ
ともあった。しかし、松井は音楽の道には進もうとはしなかった。ある面で、松井委員会は
松井に職業的自立の道を与えることができなかったのであるが、傷痍軍人としての援護環境
を通して、松井がのちに盲人福祉事業に携わるようになった原点ともなる、総合的なリハビ
リテーションの手法を、松井委員会が与えていたと考えることができる。
　こうした状況を見てくると、失明した松井がひとり絶望のどん底に落ちて行くことを、周
りの環境が許さなかったのではないかと思われる。当時の軍事保護院では社会復帰を志す失
明傷痍軍人に対して、盲導犬を交付する計画がされていたこともそのことを裏づける一つで
ある。14）1939（昭和14）年にシェパード犬協会の会長であった相馬安雄（以下、相馬）15）が、
傷病軍人援護対策機関である軍事保護院で、陸軍病院から社会復帰していく失明軍人に盲導
犬を１頭ずつ交付する計画があることを聞きつけ、ドイツで訓練を受けた４頭の盲導犬を輸
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入して善意で軍事保護院に寄贈した。松井はその４頭のうち１頭の盲導犬の交付を受けた。
後に松井は、この時の気持ちを「軍刀をようやく杖に持ち替え、ドイツからきた盲導犬に体
を託しながら歩き出したとき、本当に、月の世界に一歩を踏み込んだ宇宙飛行士のような気
持ちでした。本当に嬉しかった。失明は歩くその足を失ったことではなかった」16）と語って
いる。また、松井は英文タイプを習っていたことがあり、そのことが相馬の目にとまり、相
馬からロイヤルのカナタイプライターももらい受けている。確かに当時の社会情勢から、失
明傷痍軍人であった恩典や特権がもたらしたという見方は否めないが、松井の前向きの姿勢
に対して、支援の手が差し伸べられたとも考えられる。
　これらのことを通して、松井も自らの自立と社会復帰に向けた援護プログラムを理解し、
障害受容の過程を体験していったのではないだろうか。その際、本人の希望を聞き入れ、委
員会として松井の希望する学究への道をかなえてくれたことは大きかったものといえる。松
井の陸軍病院での理想とするリハビリテーションの経験は、戦後、山梨県立盲学校で先駆的
な盲聾児教育実践や国立光明寮（後の国立東京視力障害者センター、現：国立身体障害者リ
ハビリテーションセンター）での仕事や順天堂大学病院において実践した中途失明者への相
談援助活動に生かされていった。
Ⅲ．眼科リハビリテーション・クリニックの開設と眼科医らとの相談援助活動
１．順天堂大学病院での相談援助活動の初動
　松井は1951（昭和26）年４月に山梨県立盲学校から国立光明寮に転職した。1955（昭和
30）年から相談室長として、薄れゆく視力や突然の視力低下によって始まった闇の世界への
戸惑いや悩み、そのことで恐怖におののき、藁をもすがる思いで訪れる中途失明者の相談に
あたっていた。ここで重要なのは松井自身が中途失明者であり、見えていた世界から暗黒の
世界に移る不安や苦しさなどを知っていたことである。松井にとっては、相談者の悩みや不
安、苦しみなどを共有することが容易にできたのである。まさに、今でいうピアカウンセリ
ングであった。中途失明者は目が見えなくなったことだけでなく、そこから派生する家族の
問題、仕事の問題、経済問題、教育問題など多くの問題を背負っている。松井は中途失明者
に、それらのすべての問題に対し適切なアドバイスができたと思われる。
　松井は院内での訓練を受けた経験から、病院内でのカウンセラーの役割の重要性を感じて
いたと思われる。松井はインタビューで「失明していく患者の立場にたったカンセリングの
必要性を強く感じたわけです。特に眼科治療と、本人や家族への日常訓練指導の間にある空
白を埋めなければいけないと思ったのです。自分が失明した時の体験から考えても、目が見
えなくなっていく患者やそのご主人をもつ家族の人、目のみえない子どもをもつお母さんた
ちを、何とかしてリハビリテーションのコースにのせてあげなければいけないなと思いまし
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た」17）と語っている。また、眼科の臨床現場とリハビリテーション現場との間には大きな谷
間があるが、それを埋めるためには、「医師が患者に目の症状をきちんと話し、その上で患
者が障害を受け入れ、家族の理解を得られるような指導機関を病院が持つ必要がある」18）と
述べている。同時に、「医療の根本思想は、患者各人の家庭人、社会人としての機能を回復
させることにある。治療を受けても、現在より視力が回復しない者および失明の恐れのある
者に対して、治療のためいたずらに時間を空費するよりは、視覚に代る機能を得て、１日も
早く社会福祉および復帰へ出発できるよう、正しい判断と義務が眼科医には要求される」19）と
述べている。
　松井は「中間的な医療機関」（一定期間はリハビリテーションに向けた精神的・肉体的な
準備をする場）当時勤務していた東京視力障害センターと同じ厚生省（現：厚生労働省）所
轄の国立医療センター（現：独立行政法人 国立国際医療研究センター）の眼科医長に相談
をしたが、あっさり断られてしまい実現には至らなかった。しかし、松井はあきらめずに
1964（昭和39）年、順天堂大学病院の眼科の中島章教授（以下、中島）を訪ねた。そして、「中
間的な医療機関」として本格的なリハビリテーションを始める前に、そこで心身の準備をし、
視覚障害者として生きていくためのオリエンテーションをする所を作る必要性を訴えたので
ある。中途失明による精神的なショックや生活環境の変化への配慮を欠かすことができない
というのがこの時の松井の主張であった。
　その結果、松井の思いは中島に理解され、「松井さん、あなたの言う患者のためのオリエ
ンテーションをぜひやろう。まずうちの病院ではじめましょう。」20）ということになり、「順
天堂大学眼科リハビリテーション・クリニック」が開設された。具体的には、毎週金曜日の
午後に、看護師の控室の一隅を借りて、眼科医、カウンセラー、ケースワーカー、看護師な
どがチームを組んで実施された。
２．眼科医とチームを組んでの相談援助活動の実際
　患者の目の状況を知り、回復の見込みがあるか否かを知っているのは眼科医である。その
目の状況を患者に告げることは、眼科医をおいて他にはない。しかし、眼科医は患者が大き
な期待をもって診察に来ていることを知っているだけに「あなたの目はもうだめだ」とはな
かなか言えないのが現実だ。そのような理由で、多くの視覚障害者は自分の眼疾患の現状お
よび予後に関し的確に把握していないことがあって、いつか見えるようになるだろうといっ
た、はかない希望をもって眼科医を転々とするのである。したがって、患者に障害の真実を
告げ、障害の受容を図ることが必要であり、また家族や職場などの関係者にも真実を告げ
て、善後策を講ずることが重要となる。21）
　松井は「そこで、私は医者から良く話を聞いて、医者と共にチームを組んで、あなたの目
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はもうこれ以上よくなることは考えられないということを言うわけです。失明の告知です
ね。ガクッとくる気持ちがわかります。患者はうなだれて、家族も泣き出す。その気持ちが
痛いほどわかるわけです。そこでそのショックから何とかして、引き上げていくことを考え
なければならない。やはり失明体験をもった者ということで私がそれをやることにしたわけ
です。私は必ずしも最初は『ぼくも見えないんだよ』とは言わないんです。だけど、患者が
納得してくれなくて、『危ないな。帰りに飛び込み自殺でもしそうだな』と感じた時には『僕
も見えないんだよ』と言います。そうすると、『エッ、先生も見えないんですか。どうして
ここまで来られたんですか。先生のように自分ひとりで歩けるようになるんですね』という
ことになってくるんですね。それでもなかには、まだまだ納得のいかない様子で、暗い面持
ちのまま、帰っていく人もいます。その人を追いかけていって、駅で呼び出して喫茶店で話
し込んだこともあります。」22）と、眼科リハビリテーション・クリニックでの、患者や家族
への相談援助の微妙な駆け引きの場面などを語っている。
　松井と親交のあった日本点字図書館理事長の田中徹二は「家にじっとしていると気持ちが
滅入ってきてどうしょうもなくなる。そこで松井さんに会いに行って、彼の話を聞いている
とすっかり元気を取り戻す、気持ちも明るくなって意欲も出てくる。ところが、家に帰って
しばらくすると、再び陰陰滅滅とした気持ちになってくる。そこで、また松井さんに会いに
行く。そして明るくさせられて帰ってくるという繰り返しだった」23）と述べているとおり、
松井は患者の話をよく聴いていたようである。
　松井によれば、失明患者の心理的プロセスは、まず「茫然自失の時期」から始まる。もは
や視力の回復は無理であることを眼科医から告げられた時は、患者も家族もその悲しみはは
かり知れないものである。今までの希望への綱も切れて、悲しむどころか、ただ茫然自失、
なす術を知らない状態となり、自殺に追い込まれるもっとも危険な状態でもある。次は「攻
撃の時期」である。こうした状況に追い込まれたのは、眼科医の治療方法が適切でなかった
のではないか、手術の手落ちなのか、あるいは薬に間違いがあったのではないかなど眼科医
や病院を攻撃する。そして家族に対しても攻撃をする。わかっていても、あきらめがつかな
い感情から攻撃に変わるのである。その次が「悲しみの時期」で、他者を攻撃しても、どう
にもならない現実を直視できるようになる。ただ黙して語らず、冷たい現実を感じ、悲しみ
にふける時期でもある。この時期の悲しみの涙は、希望への珠玉であると言われ、ある意味
では溺れるものは藁をもつかむというように、見えない事実を知り、見えることを諦め、立
ち上がる術への模索が始まる時期でもある。24）そして、この諦めから再起に向かう時期が、
現在一般的に言われている「障害の受容の時期」であり、松井の言う「茫然自失の時期」「攻
撃の時期」「悲しみの時期」から「障害の受容の時期」までの一連の過程が中途失明者の「障
害受容」の過程と理解することができる。
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　松井は「私は昭和30年から相談室長として、悩みの相談に乗りながら、センターの入所者
の選考にあたっていました。そこで、大勢の視覚障害者に接していて、『この人たちは失明
してここへ来るまでにどれぐらいかかっているのだろう』という疑問が湧き、アンケートを
取ってみたことがあります。その結果、短い人で三年、長い人ではなんと十七年もかかって
いるということがわかりました。つまり、それだけの間、苦しみと悲しみのどん底にいたと
いうことで、神様にお祈りして、宗教の門を叩いた人も少なくありませんでした。また、自
殺をはかったことのある人が五十七％もいました」25）と記している。
　したがって、眼科医は速やかに視力の回復に期待ができない場合には、その真実を告げ、
それと同時にカウンセラー、ケースワーカー、看護師、視能訓練士などとのチームワークに
より、患者の心理的指導を並行して実施しながら、リハビリテーションへの早期指導をはじ
めることが肝要である。まさに、眼科の臨床現場とリハビリテーション現場の指導の間に横
たわる空白を速やかに取り除くべきであり、時期を失うことなく、早期にリハビリテーショ
ンコースにのせることが非常に重要である。これの可否によって、患者の将来に大きな差異
が生じるのである。
Ⅳ．松井新二郎の相談援助活動から学ぶもの
　眼科医は“失明”という敗北感と“自殺”への不安も手伝って、眼科医として患者に失明
の事実をなかなか伝えることができない。しかし、松井は眼科の臨床現場とリハビリテー
ション現場に横たわる空白を埋めるべく、眼科医とチームを組んで患者への失明の告知を
行った。そのことは、早期のリハビリテーションへの取組の必要性を説いたものである。
　当時はまだ、ピアカウンセリング（Peer Counseling）という概念はなかった。しかし、前
述の丸山が指摘しているように、順天堂大学病院眼科リハビリテーション・クリニックのカ
ウンセラーに松井を起用したことは、ピアカウンセリングを先取りしていたことにあたる。
松井の相談援助は、障害受容を体験した者から、その過程の只中にある者に対しての相談支
援である。ピアカウンセリングは、障害を持つ仲間（Peer）同士でのカウンセリングのこと
であり、障害を持つ者のことは障害を持つ者が一番よく理解できるという概念からスタート
している。ピアカウンセリングの基本は、カウンセラーは同じ悩みを共有する仲間として相
談に乗り、一緒に解決策を考えて、最終的には、被援助者自身が自分の力で問題を解決でき
るように導くことにある。つまり、中途失明者の支援では被援助者の気持ちを楽にして、リ
ハビリテーションへの意欲を高めることが大切である。また、このことは田中の「松井先生
の独特の話術で患者の気持ちを高めておられたので、（中略）先生のカリスマ性が生んだク
リニックだった」26）という点からも松井の独特の話術によって患者の暗く沈んだ気持ちを高
め、そして、悩みに苦しんでいる患者の気持ちを楽にするように対応したのでないかと思わ
淑徳大学研究紀要　第46号（総合福祉学部・コミュニティ政策学部）210
⑽
れる。
　眼科医から失明の告知がされた患者の気持ちを、松井は「『自分は本当に駄目なのか。い
や、そんなことがあるものか。でも、これからどうなるものか』という千々に乱れた思いが、
ものすごい速度で頭の中を駆けめぐっているはずです。そして、足元がカタガタ震えるよう
な恐怖を感じながら、それにうちのめされまいと必死で耐えているのです」27）と述べている。
また、「こみ上げてくる悲しさ、苦しさに最初に取り乱すのは、患者本人ではなく、たいて
いの場合、付き添いの家族の人たちでした。重苦しい空気を裂くように、家族の人たちのす
すり泣きの声が小さな部屋の中に響きました」28）とも述べている。このことから、松井の相
談援助とは、眼科医と同席している松井が患者の視力低下による悩みや苦しみ、不安や戸惑
い、恐怖やおののき、藁をもすがりたい気持ちなどの思いを受容し、松井自らの失明の経験
から得られた失敗や、成功したことを話すことで患者の励ましとなり、患者と一緒に考え、
解決策を見出していったものであったといえよう。
　松井は陸軍病院で、眼科医をはじめとして、大学の心理学者、軍事保護院のケースワー
カー、看護師、病院の援護係などの他職種とチームを組んで援助されたことで障害受容の過
程を経てきている。そのことを踏まえての順天堂大学眼科リハビリテーション・クリニック
での相談援助活動であり、経験を実践に生かしたものといえる。松井の中途失明者への支援
は、職種間の情報の共有化を図って個別に対応してきた。その際に、松井自身がピアカウン
セリングを先取りするような方法を身につけていた。松井のこうした相談援助活動は、今日
においても、その取り組みをどのように行うかが重要な課題である。松井の相談援助活動の
ように、眼科医を初めとし、ケースワーカー、看護師、視能訓練士などがチームを組んで、
眼科医が失明を予測できる患者に対応し、失明の告知をし、自立更生に向けた中途失明者へ
の早期リハビリテーションに結びつける活動の展開に期待したい。同時に、日本全国の医
療機関が窓口になり、こうした相談援助活動が展開されるようになることが肝要である。ま
た、そこでは自助グループの活動も大切になる。29） 
　松井の失明からの社会復帰する過程を踏まえ、順天堂大学眼科リハビリテーション・クリ
ニックにおいて、松井が眼科医とともに実践した中途失明者への相談援助活動の意義は次の
ようにまとめることができる。
① 　眼科医をはじめとしてカウンセラー、ケースワーカー、看護師などのスタッフとチー
ムを組んで多職種との連携を図ったことにより、患者に信頼される医療ができたこと。
② 　眼科医から失明の告知を受けた中途失明者への相談援助を行ったことにより、患者の
心理的なケアができたこと。
③ 　当時はまだピアカウンセリングという概念はなかったが、その先駆的な中途失明者へ
の相談援助活動を通して、同じ障害をもった立場からその苦しみや不安など、悩みに苦
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しんでいる患者の気持ちを楽にするように対応したことにより、同じ悩みを共有し患者
に安心感を与えることができたこと。
④ 　松井が自らの失明の経験を通して、早期に中途失明者をリハビリテーションのコース
にのせるための中途失明者への相談援助を行ったことにより、患者が社会復帰への意欲
を持つことができたこと。
⑤ 　中途失明者の早期リハビリテーションの必要性のための啓発活動を行ったことによ
り、患者の社会復帰の道と社会に中途失明者を理解してもらうことができたこと。
Ⅴ．おわりに
　本論文の目的は、松井が失明という絶望から社会復帰する過程を踏まえて、1964（昭和
39）年４月から順天堂大学病院において実践した中途失明者への相談援助活動に焦点をあて、
松井の相談援助活動の意義について考察することであった。松井の相談援助活動から学ぶべ
きことは、眼科医だけでなく、他の医療スタッフを巻き込んで中途失明者の相談援助を行っ
たこと、すなわち多職種連携の重要性を考えて実践したことである。また、中途失明者を早
期にリハビリテーションのコースにのせるのは、中途失明者の自立した社会復帰を目指すた
めにも欠かせないことである。さらに、ピアカウンセリングの手法でもある松井自らが経験
した失明を通して、障害受容の過程を理解しながら、それぞれの場面で具体的に患者の話を
聴き、患者に寄り添い、患者に独特の口調で語りかけ、患者に信頼と安心してもらえる相談
援助を行っていたことである。こうした点が現場の相談援助職に対する参考となれば幸いで
ある。
　今後の課題として、松井に直接相談援助を受けた中途失明者にインタビューをしながら、
具体的にどのように援助活動が行われたのかを、実証的に研究ができればと考えている。ま
た、松井の相談援助には、独特の話術がある種の効果を生んだことも否めない事実であった
といえよう。この点は、今後検証しなければならない点として残されていると考える。
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注
１）川野楠己氏は、元ＮＨＫチーフディレクターとして「ＮＨＫ盲人の時間」を担当し、多くの盲人へ
の取材を行っている。そうした取材を行うなかで、『人と業績─盲先覚者の偉業をたずねて─』1984
年。『琵琶盲僧永田法順　現代に響く四弦の譜』日本放送出版協会、2001年。『最後の瞽女小林ハ
ル光を求めた105歳』日本放送出版協会、2005年などの著書がある。今回、松井新二郎に関する資
料について筆者は川野氏に手紙にて問い合わせした。その手紙の返信として、川野氏が2011（平
成23）年９月17日に書かれたものである。川野氏は「盲人の時間」等の番組取材のために松井の
インタビュー取材等を行っている。
２）松井新二郎、脇田まつえ、中島章、紺山和一、塩島永都子、坂口美邑「眼科リハビリテーショ
ンクリニックについて」（第２回 日本リハビリテーション医学会）リハビリテーション医学 : 日本
リハビリテーション医学会誌 ２（4）, 243, 1965。中島章、紺山和一、赤松恒彦、塩島永都子、松
井 新二郎「眼科リハビリテーションについて」（第３回日本リハビリテーション医学会総会）リ
ハビリテーション医学 : 日本リハビリテーション医学会誌 ３（4）, 260, 1966-10。で、CiNii国立情
報学研究所論文情報ナビゲータ（サイニィ）http://ci.nii.ac.jp/にPDF版として掲載されている。
３）７）丸山一郎「リハビリテーションサービスの提供とピアサポート」（【分科会 ３】自立生活
に向けたピアサポートの実践）第22回総合リハビリテーション研究大会（1999年10月29日 -30日）
「地域におけるリハビリテーションの実践」－総合リハビリテーションを問い直す－報告書（財）
日本障害者リハビリテーション協会。詳細については、「障害保健福祉研究情報システム」http://
www.dinf.ne.jp/doc/japanese/conf/jsrd/z00023/index.htmlに報告書として掲載されている。
４）６）板山賢治「序にかえて　挑戦し続けた松井新二郎さん !!」松井新二郎伝刊行会編『盲人福
祉の新しい時代　松井新二郎の戦後50年』冨山房インターナショナル、２頁、2005年。
５）視覚障害者用の電子機器の発展により、卓上で点字のメモが取れる機器が開発されている。そ
の機器を活用して、患者一人ひとりの相談等のメモが容易に取れるようになっている。また、音
声化パソコンを活用し、漢字仮名交じり文を作成すれば晴眼者にも読むことができ、情報の共有
化も可能になっている。しかし、当時は点字器を使って患者との面接の記録を点字でメモするこ
としかできなかった。点字を読める人にはメモを読むことができても点字をしらない人には読め
ないといった限界もあった。さらに、点字の記録の整理にも時間を要することもあり、そうした
記録は家族に問い合わせたが、残念ながら残ってないとのことであった。
８）田中徹二「失明をバネに飛躍 松井新二郎」道ひとすじ　昭和を生きた盲人たち編集委員会『道
ひとすじ　昭和を生きた盲人たち』愛盲報恩会、496頁、1993年。
９）松井新二郎『手の中の顔　「視覚障害者の自立」の夢を追いつづけた失明者の記録』橘出版、11頁、
1990年。
10）有料の視覚障害者専用ラジオ放送 JBS日本福祉放送が毎月、盲知名人の話をした。「この道に生
きて」で、1992（平成４年）10月、番組に出演した松井が話したものである。またインタビュアー
は、元NHKチーフディレクターの川野氏である。
11）戦盲に関しては、原田末一『戰盲記』水産社、1943年があり、原田は自ら体験を通して、戦争
により失明した戦傷病者がたどった苦労を紹介している。また、点字版の『戰盲記』も出版され
ている。
　日本点字図書館のＨＰ（http://www.nittento.or.jp/about/virtual/pictorial.html）の「本間記念室 展
示品の紹介」で、戰盲記点字版　失明勇士へ贈る　昭和18年12月15日（毎日東京版）について「戰
盲勇士はかく生きると失明の不自由と闘ひながら逞しく再起する道程を書きあげた原田末一少尉
著戰盲記はさきに軍事保護院推薦図書として多大の感銘を与へたが、保護院ではさらに同書を戰
盲勇士の再起の杖としてその座右に贈ろうとその点字版を本社『点字毎日』に委嘱、三ヶ月の苦
心の末このほど上下二巻の『戰盲記点字版』一千部を完成、保護院より近く全国失明勇士に寄贈
する。著者原田少尉は今治市青年学校の教練科を担任中昭和十二年八月応召、十一月中支戦線で
負傷両眼失明、東京第一陸病等で療養、十四年少尉任ののち召集解除、再び今治青年学校の教壇
に立ち青年指導に当っている」と紹介されている。また、2011年７月23日（水）～９月25日（日）
まで、「夏の企画展」として東京都千代田区九段南の『しょうけい館』で開催された。その際に
配布された「戦盲　失明戦傷病者がたどった戦中・戦後」のパンフレットには当時の写真などが
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詳しく掲載されている。
12）軍事保護院では、「1934年には廃兵院を傷兵院に改め、1938年には陸軍救護法を軍事扶助法と
改め、さらに、1939年には臨時軍事援護部と傷兵保護院を統合拡大して軍事保護院を設置した。
軍事保護院は、軍人・軍属の保護のため失明軍事寮、失明軍人教育所各１カ所をはじめ、膨大な
国立施設を直営して、医療保護、軍事扶助、職業訓練、雇用促進など、いわゆる「病床より戦場
へ」をめざし、傷病軍人に対し組織的なリハビリテーションを行った。また、症状が固定し、恩
給診断をすませた者に対しては、原職復帰または適職判定のための職業相談が行われたが、第２
次大戦中に行われた戦傷者に対する職能判定、日常動作の分析、残存能力の人工的補充装置とし
ての各種補装具、代償動作などの諸研究、その実践経験は第２次大戦後の身体障害者援護事業に
承継された」と、菊池 正「盲人の福祉　日本の盲人福祉行政の沿革」世界盲人百科事典編集委員
会編『世界盲人百科事典』460頁、日本ライトハウス、1972年。に記されている。軍事援護の事
業と実態については、吉田久一『昭和の社会事業史』197～207頁、ミネルヴァ書房、1971年。『現
代社会事業史研究』387～394頁、勁草書房、1979年を参照されたい。
13）松井新二郎『手の中の顔「視覚障害者の自立」の夢を追いつづけた失明者の記録』橘出版、34頁、
1990年。
14）小林一弘「時代の先を見えていた　松井新二郎先生の先駆的な活動・業績」高橋実監修『先達
に学び業績を知る　～視覚障害先覚者の足跡～』330頁、社会福祉法人視覚障害者支援総合セン
ター。
15） 相馬安雄は、新宿中村屋の２代目社長であった。初代社長の相馬愛藏の妻黒光、安雄の母親、
相馬黒光『滴水録』（遺稿と速記録とをまとめたもの）93頁、非売品（私家版）の中で、黒光は
盲導犬のことを「盲導犬に私も興味を持っていた。私に犬を愛することを教えてくれたのは安雄
で、安雄はセパードの研究ではとうにアマチュアの域を脱していた。そしてこういう時局になる
と、早くから関心をもっていた盲導犬が実際に必要になって、いよいよ研究を急いでいました。
というのは、事変以来戦場失明した兵隊さんが相当にある。新聞にはあまり発表されないけど、
そういう盲目になった人達がこの先どうやって生きていくかということであった。マッサージな
どの稽古をして職業を得てやって行くことは出来るとしても、手引きなしには歩かれないという
ことが、どれ程自信を妨げるか知れない」と記されている。
16）大橋由昌「失明からの再生」松井新二郎伝刊行会編『盲人福祉の新しい時代　松井新二郎の戦
後50年』冨山房インターナショナル、25～26頁、2005年によれば、1985年２月22日、宇都宮市立
図書館における講演の記録であると記されている。
17）丸山一郎が聞き手のインタビュー記事「松井新二郎　21世紀につなぐ　ふれあいにこそが命」『月
刊福祉』1994（平成６）年７月号、94頁、全国社会福祉協議会、1994年。
18）松井新二郎『手の中の顔　「視覚障害者の自立」の夢を追いつづけた失明者の記録』橘出版、
108頁、1990年。
19）松井新二郎「眼科リハビリテーション・クリニック」世界盲人百科事典編集委員会編『世界盲
人百科事典』日本ライトハウス、529頁、1972年。
20）松井新二郎『手の中の顔　「視覚障害者の自立」の夢を追いつづけた失明者の記録』橘出版、
111頁、1990年。
21）松井新二郎「随想私の実践・研究を振り返って（37）無我夢中で歩み続けた50年─失明に思う─」
『社会福祉研究』1994（平成６）年４月号（第59号）71頁、財団法人鉄道弘済会、1994年。
22）丸山一郎が聞き手のインタビュー記事「松井新二郎　21世紀につなぐ　ふれあいにこそが命」
『月刊福祉』平成６（1994）年７月号、95頁、全国社会福祉協議会、1994年。また、「ある人生　
失明宣告」1966年10月15日総合テレビで放映された29分のドキュメンタリー番組で第６回日本テ
レフィルム技術賞受賞（録音）である。この番組はNHKアーカイブスに保存されており、NHK
の各放送局で見ることができる。この番組のなかも失明宣告されるリアルな相談場面が映し出さ
れ、ここで語られている場面を確認することができる。
23）田中徹二「視覚障害リハビリテーションの基礎を築いて」松井新二郎伝刊行会編『盲人福祉の
新しい時代　松井新二郎の戦後50年』冨山房インターナショナル、111～112頁、2005年。
24） 松井新二郎「視覚障害者の心理」『盲人更生援護施設　職員ハンドブック』52～56頁、日本盲人
淑徳大学研究紀要　第46号（総合福祉学部・コミュニティ政策学部）214
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社会福祉施設協議会、1981年。
25）松井新二郎『手の中の顔　「視覚障害者の自立」の夢を追いつづけた失明者の記録』橘出版、
107頁、1990年。
26） 松井と親交の厚かった社会福祉法人日本点字図書館理事長田中徹二氏にメールにて問い合わせ
をし、2011（平成23）年６月25日に返信されたメールに記されたものである。
27）28）松井新二郎『手の中の顔　「視覚障害者の自立」の夢を追いつづけた失明者の記録』橘出版、
114頁、1990年。
29）松井の相談援助活動は、今は中途視覚障害者の復職を考える会（通称：タートルの会、1995（平
成７）年６月に発足）として発展してきた。現在、NPO法人タートルは、視覚障害者が視力低下
によって就労が難しくなりはじめたとき、同じ体験をした者が継続就労について親身になって相
談を受けて支援する。また、眼科医、訓練施設、労使団体、行政など関係機関と連携して視覚障
害者が安心して働ける環境作りを目指している。タートルの会の出版物として、タートルの会編
『中途失明　～それでも朝はくる～』（株）まほろば、1997年がある。
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The Social Counseling Activities of Matsui Shinjiro
for the Rehabilitation of the Visually Impaired
FUKASAWA, Shigetoshi　
 Matsui Shinjiro lost his eyesight during the World War II. He was deeply depressed by the loss 
of his eyesight, but he made his best effort to be independent and finally, managed to come back 
to society as a productive member. Mr. Matsui, who had a strong desire to use his own experience, 
contributed to the field of special education, rehabilitation, and vocational training service for the 
visually impaired. 
 In this article, this writer introduced Mr. Matsui’s procedures for his rehabilitation and counseling 
work for the visually impaired, with whom he had worked along with eye doctors at the Juntendo 
Medical College. In the process, this writer stressed the importance of the availability of social 
counseling for visually impaired people who lost their eyesight in the course of their adult life. For the 
rehabilitation of blind adults, Mr. Matsui stressed the importance of ensuring the collaboration among 
hospitals, rehabilitation centers, special schools, social security offices, and other related agencies.
 Mr. Matsui believed that it would be necessary for eye doctors to convey to their patients the 
possible loss of their eyesight in a timely manner and provide them with advice for the early 
implementation of their rehabilitation. Finally, Mr. Matsui also emphasized the importance of using 
a peer counseling approach through which newly blind adults could share their similar kinds of 
problems and feelings. This writer is convinced that the technique of social counseling used by Matsui 
Shinjiro is still effective, today. I would be grateful if this article is reviewed by workers practicing in 
the field of rehabilitation. 

